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5万分の1地質図幅の新刊

薩摩硫黄島

十�������

5万分の1地質図幅

地域地質研究報告

画など)や水蕗部による音波探査などの地質調査も行われてい

るので本図幅には海底地形(20m等深線)･海底地質も表現

されている.

地質は陸上･海底を通じ先カルデラ火山･カルデラ形成

期の火砕岩類･後カルデラ火山に3大別される･カルデラは

二重構造をしており新潮のものは約6,300年前に形成された.

西日本から中部日本の日本各地に分布する広域火山灰rアカボ

ヤ｣はこの噴火の際に放出された火中灰である.
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平家物語に平清盛を倒そうという鹿谷の陰謀があらわれて

僧俊寛らが鬼界か島に流される語カミのっている･薩摩硫黄島

カミこの鬼界か島である.

薩摩硫黄島地域は鹿児島県三島村の薩摩硫黄島･竹島を含

む区画で薩摩半島南端の長崎鼻の南南西約40kmにある.

この図幅の大部分の面積は海であって陸上部は薩摩硫黄島

(以下単に硫黄島という)･竹島･新硫黄島の3島と数個の岩

礁のみである.

この地域は大部分が海中に没している大型のカルデラで占

められている.このカルデラは鬼界が島に因んで鬼界カルデ

ラとよばれている.上記の島や岩礁はこのカノレデラ火山がわ

ずかに海上に顔を出している部分である.

しかしこの海域には海上保安庁水路部による詳細な海底

地形図があり又地質調査所(白嶺丸の調査航海･GDP計

硫黄島の後カルデラ火山硫黄岳は海岸からそそり立つ流紋

岩の急峻な成層火山である.頂上火口ほか多数の活発な噴気

孔をもつ活火山で硫黄や珪石カミ採掘されたこともある.海

岸近くに湧出する温泉によって海水が変色している(報告書

にカラｰ図版で表現されている).稲村岳火山は硫黄岳成

長の途中約3,000年前に形成された玄武岩の小火山である.

新硫黄島(昭和硫黄島)は1934-35年(昭和9-10年)の噴

火によって深さ300mの海底から生じた新島で流紋岩の溶岩

でできている.

鬼界カルデラ産の岩石は先カルデラ火山から後カルデラ火

山までのすべてを通じ玄武岩一苦鉄質安山岩とデイサイトｰ

流紋岩との2群に分かれ明らかなバイモｰダル型の組成分布

を示している.

報告書にはこの地域(海域)の陸上･海底地質のほか地球

物理情報が短くまとめられて記述されている.
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